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去
る
６
月
29
日
（
金
）
12
時
よ

り
、
名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ア

ス
ピ
ア
Ⅰ
に
お
い
て
、
平
成
30
年
第

２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
川

口
会
頭
よ
り
、「
我
が
国
の
経
済

は
製
造
業
を
中
心
に
緩
や
か
な
回

復
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

名
張
の
経
済
は
景
気
の
回
復
が
十

分
実
感
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。」

と
冒
頭
に
述
べ
、
続
い
て
人
口
減

少
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
人
口
減

少
は
全
て
の
経
済
に
影
響
を
与
え

る
た
め
、
当
商
工
会
議
所
政
策
特

別
小
委
員
会
で
も
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
話
し
、
次
に
「
会
員
増
強

運
動
を
展
開
し
、
毎
年
会
員
数
は

増
え
て
い
る
が
、
廃
業
等
の
退
会

も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ
り
、

目
標
達
成
ま
で
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
述
べ
て
、

最
後
に
「
本
年
は
名
張
商
工
会
議

所
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
、
10
月

に
記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
記
念
講

演
会
、
記
念
誌
発
行
を
予
定
し

て
い
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
平
成
29

年
度
事
業
報
告
並
び
に
各
会
計
収

支
決
算
、
専
務
理
事
の
退
任
・
選

任
、
常
議
員
、
監
事
の
補
充
選
任

に
つい
て
の
12
議
案
を
提
案
し
、
全

て
満
場
一致
を
も
って
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
務
理
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

増
岡
孝
則
氏
が
６
月
30
日
付
で
退

任
し
、
７
月
１
日
よ
り
井
ノ
上
益

升
氏
（
事
務
局
長
）
が
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
増

岡
氏
に
つ
き
ま
し
て
は
本
年
度
末

ま
で
特
任
参
与
と
し
て
当
商
工
会

議
所
運
営
に
携
わ
って
頂
き
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
事
業
報
告
総
括
的

概
要
並
び
に
収
支
決
算
総
括
表
を

次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

  

平
成
30
年
第
２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
等
を
承
認
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凝りにグイッと納得の

要予約　070-2648-8902

営業時間：10時～21時　最終受付：20時
火曜定休　桔梗が丘3番町1-37

会議所ニュース　第 610 号 ⑵

平成29年度　総括的概要
　わが国経済は、政府の経済対策等により緩やかな回復基調で推移し、企業収益や雇用状況に改善の動きが見られ
るものの、不安定な世界経済や政治動向など先行きの不透明な状況が続いています。
　地方においては人口減少、人手不足、事業所減少、域内消費低迷などが続いており、地域経済の苦境の要因となって
います。
　このような現状を踏まえ、当所においては、三つの重点施策を中心に五つの活動方向を事業計画に掲げ取り組んでま
いりました。

１．地域産業の活力強化
　商工会議所が地域総合経済団体として、地域や企業が抱える課題やニーズ等を把握し、中小・小規模事業者の生産
性向上や経営力向上に向けて国の施策の普及・活用等を通じて、支援をしてまいりました。
　また、創業による相談が増えている中、実践型の創業セミナーとして「名張・カフェの学校」など関係機関と連携した
事業等により３４件の創業相談を受け、２０件の創業と成果を出すことができました。
　さらに来年１０月に予定されている消費税率引上げ・軽減税率導入に対する「消費税軽減税率・転嫁対策相談窓口」
を引き続き設置し、各種相談への対応やセミナーを開催しました。

２．地域資源の最大活用
　地域の資源を有効活用することにより新しい産業の育成などを図る地域資源活用事業として、地域特産品であるぶ
どうを活用した「名張・ワインプロジェクト」を進めてきました。
　本年度は、旧国津小学校校舎にワイナリー等を設置するため、昨年７月に市と協定書を締結、市が国の地方創生拠
点整備交付金を活用してワイナリーに改修、本年３月に完成しました。
　また、ワインを醸造・販売するための新会社についても、当所を含む関係各方面からの出資により株式会社國津果實
酒醸造所を本年３月に設立し、本年夏頃には醸造免許が交付され、秋には名張産ワインが誕生することとなります。

３．地域・まちの再生
　人口減少に起因する様々な問題に真正面から取り組むため、地域・まち再生小委員会において、人口推計資料等を
基に名張市の問題点、各地の先進地事例、お試し移住等について意見交換を行うとともに、名張市の移住定住対策の
取組などの説明を受けながら、具体的な対策等について引き続き検討を進めてまいります。

４．商工会議所機能の充実・強化
　上記の三つの事業の他、重点事業としている会員増強キャンペーンを継続実施し、役員議員企業や異業種団体の皆
様にご紹介や情報提供をお願いし、新規入会が７１事業所、廃業等による退会が４６事業所となり、結果として２５会
員の純増加となりました。

５．会館の機能、運営管理の充実
　産業振興センターに関しては、施設・設備の計画的な維持管理を実施したほか、主催事業として３年に１度開催の
「アスピアディナーショー」を、趣向を凝らした内容で本年度実施し、好評を博しました。



の
ぼ
り 祭

⑶ 第 610 号　会議所ニュース

平成29年度収支決算総括表 平成29年4月1日～平成30年3月31日（単位：円）

　 会 計 別 　

一 般 会 計

繰越金
Ａ

実質収入
Ｂ

実質支出
Ｃ

収支残高
Ａ＋Ｂ－Ｃ

繰入金
△繰出金

差引収支
残　　高

中小企業相談所特別会計

特定退職金共済特別会計

共済・労働保険特別会計

産業振興センター運営特別会計

　 小 計 　

　 小 計 　
　 合 計 　

退 職 資 金 特 別 会 計

財政調整資金特別会計

615,520

585,485

64,000

234,143

433,759

1,932,907

66,034,047

99,448,520

165,482,567
167,415,474

38,454,766

39,761,570

34,286,160

15,537,151

36,241,229

164,280,876

577,975

5,280

583,255
164,864,131

22,403,094

52,954,034

34,666,409

18,806,691

38,073,806

166,904,034

417,300

0

417,300
167,321,334

16,667,192

△12,606,979

△ 316,249

△ 3,035,397

△ 1,398,818

△ 690,251

66,194,722

99,453,800

165,648,522
164,958,271

6,000,000
△ 21,960,000

14,300,000
△ 1,000,000

360,000

3,300,000

6,000,000
△ 4,000,000
3,000,000
2,000,000

0
4,000,000

△ 9,000,000
△ 3,000,000

0

707,192

693,021

43,751

264,603

601,182

2,309,749

68,194,722

94,453,800

162,648,522
164,958,271



●弥生会計入力支援　●経理事務代行
●経営計画創業支援　●金融機関紹介
●相続税

経営革新等支援機関（財務局・経済産業局 認定）

初回相談30分無料

会議所ニュース　第 610 号 ⑷

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.56〜2.55%

平成30年6月25日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成30年6月25日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば



自分史、冊子、ポスター、チラシ、
名刺、ハガキ等の印刷も承ります！

⑸ 第 610 号　会議所ニュース

最高得点者は　廣澤　龍典 さん
　日本珠算連盟・日本珠算連盟名張支部主催（名張商
工会議所後援）による「全国あんざんコンクール名張大
会」が去る６月２４日（日）、１４３名の選手が参加のもと名
張産業振興センターアスピアにおいて開催されました。
　参加選手は学年別に小学校１年生以下から一般の
部まで１１部門に分かれ、競技は各部門とも、かけ暗算、
わり暗算、みとり暗算の３種目を行い、あんざんの腕を
競い合った結果、一般の部Ⅰの廣澤龍典さんが見事満
点で２年連続最高得点者賞に輝きました。
　各部門の名張１位は以下の通りです。

2018年全国あんざんコンクール名張大会開催 【名張一位】
　・小学校１年生以下の部　奥田紗悠夏　
　・小学校２年生の部　　　八村　柚寧
　・小学校３年生の部　　　服部　翔太
　・小学校４年生の部　　　竹島　大智
　・小学校５年生の部　　　安岡　亮晴
　・小学校６年生の部　　　池田　真夢
　・中学校１年生の部　　　小谷　涼太
　・中学校２年生の部　　　小林　夢奈
　・中学校３年生の部　　　小谷　彩花
　・高校生の部　　　　　　竹島　愛理
　・一般の部Ⅰ　　　　　　廣澤　龍典

　平成30年5月28日（月）名
張商工会議所、上野商工会
議所、伊賀市商工会、名張市
（名張市産業チャレンジ支
援協議会）、伊賀市の主催に
より、合同就職セミナーを名
張産業振興センター「アスピ
ア」・アニエス・ガーデンの２
会場同日にて開催致しまし
た。
　昨年までは伊賀市（上野フレックスホテル）で年２回開催していましたが、名張での初開催となりました。
　就職希望者は来春大学等卒業予定者ほか、既卒者なども合わせて６３名が来場し、名張市内または伊賀市内に事業所を置く
60社の採用担当者からの会社の概要や雇用条件の説明を真剣な表情で聞いていました。

　当所では、４月１６日～６月３０日の間、アクサ生命保険(株)と共同で“共済制度キャンペーン”を実施致しました。
　キャンペーン期間中、当所職員及びアクサ生命保険推進員が訪問させていただいた際には、お忙しい中お時間をいただき誠
に有難うございました。今後も会員の皆様にとって、共済制度がよりよいものになるよう努力して参りますので、引続きご愛顧の
ほどよろしくお願い申し上げます。

　去る6月24日に実施致しました第123回段位認定試験（一般社団法人日本珠算連盟、日本珠算連盟名張支部主催）におきまし
て、小谷涼太君（名張市立南中学校1年、竹島珠算簿記学校所属）が最高段位の珠算十段にみごと合格されました。珠算段位10
段は難関で、当名張支部では第80回以降合格者がなく、久しぶりの合格者となりました。
小谷涼太君、おめでとうございます。

合同就職セミナー開催

共済制度キャンペーン ご加入・ご協力ありがとうございました

小谷涼太君、段位認定試験珠算十段合格！



受付営業時間：9時～20時
亀井商事　名張市夏見291
受付営業時間：9時～20時
亀井商事　名張市夏見291

会議所ニュース　第 610 号 ⑹

■新入会員企業のご紹介 平成30年4月11日から平成30年6月11日までに当所へご入会頂き、本紙への掲載
をご了解頂きました皆様です。（ご入会日順）

事 業 所 名
西川建設工業
ＤＥＬＩＤＥＬＩ・ＢＩＧＵＰ！
名張念法寺
石田圭二税理士事務所
ＭＯＮＲＩ　ＤＡＮＣＥ　ＣＬＵＢ
古民家レストラン　オステリア　ｃｉａｏ
(株)アルファコミュニケーションズ
テンプルゲート

代表者名
仲田　隆昭
飯田　剛二
桃谷　芳覺
石田　圭二
森　　晃次
髙嶋　拓美
西　　高司
寺門　　亮

所　　在　　地
名張市つつじが丘北5-178
名張市桔梗が丘5-2-6
名張市朝日町1243
名張市赤目町丈六340-2
名張市西原町2434
名張市上八町1321-1
名張市桔梗が丘2-7-10
名張市鴻之台2-125

事 業 内 容
解体業
ハンバーガーショップ、ダンススタジオ
寺院
税理士業
社交ダンスの指導
イタリア料理店
携帯電話修理、販売
自動車販売、修理

自動車事故に係わる大きな出費、あなたの誠意を応援します。
＜特徴＞
❶共済金はあなた（契約者）にお支払いします
❷過失のある事故の場合事故解決の一助としてお役に立ちます。
❸任意保険に関係なくお支払いします。

補償内容 共 済 金 額

死 亡 共 済 金

後遺障害共済金

入 通 院 共 済 金

対 物 共 済 金

事故の日から180日以内に
死亡された場合 １事故につき　300万円

１人１日につき 入院日額4,500円　通院日額2,250円
相手側が3日以上入通院の場合臨時費用3万円

事故の日から180日以内に
後遺障害が生じた場合

300万円〜12万円
後遺障害別等級（１〜１４級）にあわせて支払われます

１共済期間中１回 ３万円（契約者側に過失ある場合のみ）
他人の財物を汚損・滅損させその損害額が2万円以上の時

新車両事故共済金特約　1共済期間中1回　車対車（契約自動車と相手自動車）の衝突または
　　　　　　　　　　　　接触によって自車両に3万円以上の損害が生じた時　3万円（掛金は別料金になります）

掛金もとても安価です！会員の皆様にお役立て頂いています！事業活動を応援します！
・普通車…年間10,000円　・軽自動車…5,500円　詳しくは、パンフレットをご覧ください。

ご存知ですか？「まごころ共済」（自動車事故費用共済）
あなたのお車にもうひとつの安心をお届けします。


